
 

 

 

2021 北海学園札幌高等学校 WWL コンソーシアム構築支援事業 アンケート結果 

❶ グローバルヴィレッジ  6/25 (金) 

❷ 循環農法  前酪農学園大学理科教育研究室 玉利和弘 教授 講演   

酪農学園大学 准教授 飛谷淳一 先生                   7/22 (木) 

❸ サマーキャンプ  8/5 (木). 6 (金) 

❹ 北海学園大学工学部 高大連携授業  ①10/22 (金)/②11/12 (金) 

❺ グローバルコース研修旅行 10/26 (火) ～ 30 (金) 

❻ 札幌保健医療大学 荒川義人 教授 講演  『食品ロスの現状と削減に向けて』  10/30 (土) 

❼ 根室高等学校 北方領土根室研究会 ONLINE 出前講座  12/9 (木) 



 

 

❶グローバルヴィレッジ  6/25 (金) 実施   対象生徒：1 年生  

④GV に参加し、あなたが今後に活かそうと思った点は何ですか？（複数選択・回答可） 

・SDGs GOAL 達成に向けて今できることが理解できた。 

・SDGs とは何かを知ることができ、興味がわいた。 

・友達と一緒にグループワークをしたことで理解が深まった。 

・SDGs を通して海外で活躍したいと感じるようになった。 

・私たちが生きていくうえで大切なことだと感じた。 

 

⑤印象に残っていることを教えて下さい。（複数選択・回答可） 

・山中教授の講演『SDGs GOAL 達成に向けて今できること』 

・各 HR 教室でのアクティビティ『10 年後の未来について』 

・レポートでの学習活動 

・このことを参考に自分なりの意見や考えが広がった。 

 大変そう思う そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない 

①SDGs への理解は深まりましたか。 30.4% 42.1% 21.9% 3.6% 2% 

②GV を通して、『今後どうあるべきなのか』、    

個々の目標を持つことはできたと思いますか？ 

15.4% 46.1% 29% 3.6% 2% 

③『10 年後の日本、世界』についてグループワークを 

通して、『自分たちにできること、すべきこと』を 

理解できましたか？ 

21.5% 48.3% 24% 3.3% 2.9% 



 

 

❷循環農法 7/22 (木) 実施   対象生徒：希望生徒 

 大変そう思う そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない 

①講演を受講して良かったと感じましたか？ 36.2% 40.4% 12.8% 4.3% 6.4% 

②有機栽培農法についての理解は深まりましたか？ 42.4% 24.2% 15.2% 6.1% 12.1% 

③農業フィールドワークを通じ、SDGs 目標 12「つくる責

任 つかう責任」についてどれくらい興味を持ちましたか？ 

37.5% 31.3% 25% 3.1% 3.1% 

 ④印象に残っている活動を教えて下さい。（複数選択・回答可） 

・玉利先生のご講演 

・玉利先生ご自宅の農園と農法 

・JR 空き地の農園 

・酪農学園大学の農場見学 

・酪農学園大学 飛谷先生のご講演 

・酪農学園大学学生によるプレゼンテーション 

・その他 

・特になし。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

❸サマーキャンプ 8/5 (木). 6 (金) 実施   対象生徒：グローバルコース 2B.3B.1 学年希望生徒 

 大変そう思う そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない 

①SDGs への理解は深まりましたか。 43% 35.4% 17.7% 2.5% 1.3% 

②民族問題について共通認識を持てましたか？ 36% 42.7% 16% 4% 1.3% 

③それぞれの国の取り組み・違いについて理解は 

深まりましたか？ 

41% 33.3% 21.8% 2.6% 1.3% 

④オーストラリアと日本のワークライフバランスについて 

考え方や文化の違いを感じることはできましたか？ 

39.4% 31% 23.9% 2.8% 2.8% 

⑤留学生とのディスカッションにおいて、英語での 

コミュニケーション活動は今後の自分のために 

プラスになったと感じましたか？ 

45.3% 33.3% 16% 2.7% 2.7% 

⑥オークランド大学 ロビン・カーンズ教授 

『都市とコミュニティ』環境問題の講演を受けて、 

SDGs Goal11 『住み続けられる街づくり』への理解は

深まりましたか？ 

36.2% 42% 17.4% 1.4% 2.9% 

⑦タグラグビーを通じてジェンダーを超えた楽しさを 

感じることはできましたか？ 

52.1% 23.9% 19.7% 1.4% 2.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

⑧サマーキャンプに参加し、あなたが今後に活かそうと感じた点は何ですか？ （複数選択・回答可） 

・海外への興味がもっと沸き、国際的な場で活躍したいと感じた。 

・SDGs を通じて様々な観点から物事を考えられるようになった。 

・外国人の留学生と交流できたことで、英語への意欲、海外への興味が沸いた。 

・実際にスポーツ（タグラグビー）をすることで肌で感じることができた。 

 

 

 

 

⑨印象に残っている活動を教えて下さい。 （複数選択・回答可） 

・山中教授の講演『SDGs の GOAL 達成に向けて今できること』 

・海外のライフワークバランスと SDGs 

・ヴィ―ガン料理を作ろう 

・札幌の地形から住み続けられるまちづくりを考える 

・マシュー・コッター先生講演 

・タグラグビー 

・留学生との会話 

 

 

 

 



 

 

❹北海学園大学工学部 高大連携授業 ①10/22 (金) ②11/12 (金) 実施  対象生徒：希望生徒  

 大変そう思う そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない 

①2 日間の講義を受けて良かったと感じましたか？ 58.5% 24.4% 12.2% 2.4% 2.4% 

②北海学園大学工学部についての理解は深まりましたか？ 41% 38.5% 12.8% 5.1% 2.6% 

③工学部における学びや実験についてどれくらい興味を持ちましたか？ 39.5% 34.2% 15.8% 7.9% 2.6% 

④今回の経験は今後の自分にプラスになったと感じましたか？ 55% 30% 7.5% 7.5% 0% 

 

⑤2 日間の活動の中で、最も興味を持ったり、面白いと感じたことを教えてください。 

・実験で一つ一つの手順で正常な細胞と癌細胞への抗がん剤の反応への仕組みのようなものがしっかり理解できた所 

・実験がとても楽しかった 

・凝集処理実験 

・水の凝集実験 

・トーストを何枚も使って、アートが作られていたこと 

・四季に合わせて過ごしやすい空間とはどのようなものなのか知ることができた 

・染色した細胞を見れたこと 

・建築物での気温の差について 

・国際問題について 

・水道や、今の水の状況などについてとても深く知れることができたし、実験をしてみて水をきれいにするだけでたくさんの薬や機械、そして時間がかかることを体験して、とても大変なんだな・・・と思い水について前より興味を持

つことができました。 

・パッシブ手法だけであれほど温度を変化させることができたこと 

・MESH のシステム構築 

・実験を行うことで凝集処理について興味を持つことができた 

・実験をする際に一つ一つ丁寧にわかりやすく教えてくださったので楽しく参加することができ、また地域の環境問題や開発を行う上で配慮すべきことについても理解することが出来たと思います。 

 

 

 



 

 

❺グローバルコース研修旅行 10/26 (火) ～ 30 (金) 実施  対象生徒：グローバルコース 2B 

 大変そう思う そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない 

①英語を用いて留学生や地域の方々と積極的に交

流できましたか？ 

41.7% 31.3% 12.5% 10.4% 4.2% 

②SDGs への理解は深まりましたか？ 40% 36% 18% 2% 4% 

③研修旅行を通して、自分の英語力を今後改善し

ていきたいと思いましたか？ 

63.3% 16.3% 12.2% 2% 6.1% 

④立命館アジア太平洋大学（APU)での研修を通

して、進学等の自分の進路について深く考えるきっ

かけになりましたか？ 

24.5% 42.9% 18.4% 4.1% 10.2% 

⑤SDGs プレゼンテーションコンテストでは、練習の

成果を発揮し、自分たちの自信につながる良い機

会となりましたか。 

37.5% 37.5% 16.7% 6.3% 2.1% 

⑥研修旅行の中で印象に残っているもの (活動など) はありますか？ 

・APU でのキャンパスツアーです。山の中にあるので、どんな感じなのか想像がつきませんでしたが、とても広くきれいで圧倒されました。設備もすごく整っていたし、大学生活の話もたくさん聞けて、ここに通ったら毎日充実した学

校生活が送れると思いました。 

・APU のキャンパスツアーです。圧倒的な広さに驚きました。設備もとても整っていたので、毎日楽しく大学生活を送れると思いました。 

・ホテル、留学生との会話、無人島 

・自主研修で留学生と交流したことが思い出に残っています。次に行く場所やその場の状況を英語で伝えることは難しかったけれど、普段はできない貴重な経験だったのでとても楽しかったです。勇気を出して積極的に声をか

けることができて良かったです。研修旅行が終わった後にもグループで通話をする仲になりました。 

・留学生との自主研修 

・留学生の方と着物を着て出島を回ったこと。 

・無人島 

・無人島でみんなで筏を作ったこと 

・無人島で留学生と一緒に脱出したこと 

・無人島で留学生と英語を使い筏を作ったこと 

・長崎原爆資料館 



 

 

❻札幌保健医療大学 荒川教授講演  『食品ロスの現状と削減に向けて』 10/30 (金)  実施   

対象生徒：メディカルプレップコース 2C.3C グローバルコース 3B 希望生徒 1 学年メディカルプレップコース進学希望生徒 

 大変そう思う そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない 

①講演を受けて『食品ロス問題』への理解は深まりましたか？ 63.2% 26.3% 7% 1.8% 1.8% 

②日本と世界の食糧問題について理解は深まりましたか？ 57.9% 28.1% 10.5% 1.8% 1.8% 

③食品ロス削減に向けて自分たちが何をできるのか感じること

はできましたか？ 

54.4% 28.1% 12.3% 3.5% 1.8% 

④食生活ノートを活用し、より『食品ロス問題』への興味・関心

は沸きましたか？（１年生参加者のみ） 

48.1% 29.6% 13% 5.6% 3.7% 

 

札幌保健医療大学 百々瀬いづみ教授  講演後 学習活動 『食生活ノート』  

 大変そう思う そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない 

①『食生活ノート』の取り組み、百々瀬先生のご指導は自分の

ためになりましたか？ 

73.1% 26.9% 0% 0% 0% 

②詳しい知識を理解し、今後実践してみたいと感じるようにな

りましたか？ 

69.2% 26.9% 3.8% 0% 0% 

③この度の講演、学習活動を通して、以前の自分と比較し、 

『栄養への興味・関心』をより際立たせるものになりましたか？ 

65.4% 26.9% 7.7% 0% 0% 

 

 

 

 

 



 

 

④この機会を活かして、今後どのように実践していきたいか。 

・"食べ物を大切にして、残すことは絶対にしないようにする 

また、SDGs 生活をレベルアップするヒントを参考にして、少しでもむだがでないように日々すごしていきたいとおもう" 

・食べる分だけ作るという考えよりも、食材を最後まで使い切り、食材の美味しさを保ちたいと思いました。 

・食品ロスを改善するための行動が沢山出てきたので一つだけ実践するとかではなく思いついたらどんどんやっていきたいと思いました 

・冷蔵庫の中にある食材の消費･賞味期限を見るようにしていきたい。 

・今回の講習を受けて、今まで自分が知らなかっただけで食品ロスは身の回りの様々なところで起きているということが分かりました。そして改めて食品ロスを減らすために自分ができることを考えてみると、食事や料理、買い物

の際にできる工夫がいくつもありました。これを踏まえて私は特に家にあるものの消費期限などを意識していこうと思いました。 

・最近よく聞く SDGs ですが、それが何かと聞かれたら詳しくは知りませんでした。今回の講演を通して多くの事を新しく知ることができました。その中でも食品ロスを減らすという事は誰もがすぐにできる事だと思います。百々瀬

先生からいただいたご意見や具体例を参考にし、これまで通り手前取りや、あまりものを活用した料理など食品ロスを減らせる行動を心がけていきます。 

・今回の講演会を通して改めて食の大切さを認識することができたので、身近にできる事から初めて徐々にできる事を広めていきたいです。 

・"食生活ノートで嫌いなものを残さず食べた、という内容を書いたのですが、百々瀬先生の意見はさらに工夫した食べ方でよく考えたらそういう工夫もあるなと気づけたので、20 日にもらった更に SDGs 生活をレベルアップす

るためのヒントのところをしっかりと読み、食品を大事にしていけたらいいなと思いました。 

・食べ物を粗末にせず、【食生活ノートを拝見して】のプリントの裏面に書いてある工夫を参考にしたり、友達や家族にも取り組みの輪を広げたい。 

・自分は知覚過敏に近いので苦手なものが増えましたがカレーなどに入れるなど実践してみたいと思いました 

・普段の一つ一つの行動を少し見直すだけで豊かな世界が築けることがわかったので、これからは日常的に食品ロスを出さないよう心がけていきたい。 

 

 

 



 

 

❼根室高等学校 北方領土根室研究会 ONLINE 出前講座  12/9 (木) 実施  対象生徒：グローバルコース 2B.3B 

 大変そう思う そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない 

①北方領土問題への理解は深まりましたか？ 28.6% 44.6% 23.2% 3.6% 0% 

②講演を受ける以前より、北方領土に関して興味関心は高ま

りましたか？ 

35.7％ 37.5% 14.3% 10.7% 1.8% 

③この度の講演を通して、『自分たちができること』は何か、 

感じることはできましたか？ 

28.6% 28.6% 25% 17.9% 0% 

④この度の講演を受け、自分たちが実践できると感じたこと（具体例）があれば教えて下さい。 

・北方領土についての動画とかをみて、知る 

・さっぽろ雪まつりなどに出向いて署名活動を行う 

・署名活動に参加をする・親や周りの方たちへ自分たちが情報発信者として伝えていく 

・署名活動をしている現場があったらしようと思います。（多数） 

・北方領土の環境問題について学び、理解すること 

・択捉島へ行ってみる 

・北方領土についてもっと知る、伝える 

・北方領土に対して少しでも理解を深めること 

・すぐに北方領土に対する理解は難しかった。しかし、今回の公演を通して自分もまずは北方領土についてもう少し知りたいという関心は湧いた。 

・北方領土研究会の方たちが言っていた署名活動に参加することや、北方領土研究会の FM ラジオを聞いたり、北方領土問題に関心がない若者が増えているということから周りの人に広めたりしたいと思いました 

・北方領土に行くことはとても難しいことですが、雪まつりなどの会場なら毎年行っているので今年は地下歩道で見てみたいです。 

 

 

 

 



 

 

⑤印象に残っていることがあれば教えて下さい。 

・高校から北方領土見えてすごいです 

・若い世代の北方領土問題への関心が低いこと 

・ロシア語の授業を専攻可能な点や、実際にロシアの方々と関わり、文化をも知っていくところが魅力的だと思ったので印象に残っています。 

・アンケートや署名活動が行われている現状があることを知らなかったので印象に残りました！ 

・実際にロシアの方と交流を行っていて、互いの意見を尊重し合っていて良かったと思いました 

・若年層の返還要求運動への参加率が下がり、あまり効果が感じられないと考える方たちが増えていることに対して、私たちが対象であることを実感し、より深く考える必要があると感じました。 

・北方領土の平均年齢が高くなっていて次の担い手が少なくなって来ていること 

・北方領土に住むロシア人とは仲が良くないのかと思っていたけど、交流などで仲良くなっていることにすごいと思った 

・ビザ無し交流 

・私達と同年代の高校生で北方領土の研究会に入っていて、さらに講義などを何回も行っているのがすごいと思いました。自分だけではなく地元に対して何かできることはないか考える機会にもなりました。 

・まず、根室高校の生徒たちがすごく積極的に活動していることにとても感動しました。活動をするたびにもっと知りたい、学びたいと思えることはとても素敵なことだと思いました。エリカちゃんが可愛かったです！！ 

・北方領土に対するロシアの方々との交流。 

・ビザなし交流やロシア人青少年交流などが印象に残りました 

・現在の北方領土の様子を知って、自分が思っているよりもロシア化が進んでいるように感じました。 

 


